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【背景と目的】1990 年代に PRP が顎骨の再生治療に有効であるという報告があって以

来、歯科以外の分野も含めて広く臨床応用されてきた．また，PRPはさまざまな改良が

なされて今日に至っている．なかでも，Advanced-platelet-rich fibrin (A-PRF)と

Concentrated growth factors (CGF)は簡便に調製できることから PRPを凌ぐまで普及して

いる．しかし，増殖因子が高濃度で保持されているかという点については根強い疑問が

ある．本研究では，同一ドナーから調製した A-PRF, CGF, PRGF (Plasma-rich in growth 

factors), PRP に含まれる増殖因子(TGF-β1, VEGF, PDGF-BB)と炎症性サイトカイン

(IL-1β, IL-6)の量を比較定量した． 

【方法】抗凝固剤を添加した状態と不添加の状態で採血し，定法にしたがって各血小板

濃縮材料を調製した．PRPと PRGF (Fr.2)はゲル化させない液状のもの，A-PRFと CGF

はホモジネートしたものの上清について ELISAにて増殖因子を定量した． 

【結果】各増殖因子は CGFに優位に高いレベルで含まれていた．PRPと A-PRFはほぼ

同程度であり，白血球を含まない PRGFは優位に低いレベルを示した．また，IL-β1は

PRGFにおいてほとんど検出されなかった． 

【考察と結論】A-PRF や CGF といった自己ゲル化血小板濃縮材料は，PRP と同等かそ

れ以上の高濃度で増殖因子を保持していることが判明した．これらの結果は，再生治療

における A-PRFや CGF の臨床的有効性の根拠となる． 

 

 


